
Copyright © Toyo Gosei Co., Ltd. All rights reserved.

第75回
（2024年度）

定時株主総会
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東洋合成工業株式会社
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ドル高・円安

経済状況

• 米国 消費堅調、関税措置により先行き不透明

• 欧州 個人消費持ち直し、緩やかな回復

• 中国 低成長

• 日本 円安、インバウンド需要、緩やかな景気回復

• グローバル：インフレ鎮静化、露ウ、中東紛争

13-14ページ

円安

2024年

原油安 賃上げ継続

平均賃上げ率

出所：連合レポートから当社作成

2024年



Copyright © Toyo Gosei Co., Ltd. All rights reserved. 3

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

100

200

300

400

500

600

半導体市場と当社売上高

•半導体市場：1980年代から成長継続。

•当社売上高：市場拡大と共に、着実に成長。

13, 15-16
ページ

出所：経済産業省、SEMI、WSTSから当社作成

当社売上高と半導体市場（億円） （Billion USD）

TGC300 Beyond500 次期中計

当社売上

半導体市場

+19%

+11%
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営業利益

売上高と営業利益の推移

+21%
+67億円

• 売上は、昨年度の半導体市場の調整から回復し、前期比+21％の386.6億円。

• 営業利益は、前期比+17%の41億円。

売上高・営業利益推移 当期
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損益計算書 13,17,35ページ

•売上高は、先端半導体向け材料の増販などにより、386.6億円、＋21％。

•営業利益は、新設備や人員増強の固定費増を売上増で吸収し、41億円、+17%。

•純利益は、法人税特別控除もあり、32.7億円、+37%。

（億円） 前期 当期
前期比

増加額 増加率

売上高 319.5 386.6 +67.0 +21%

売上総利益 76.0 90.5 +14.5 +19%

営業利益 35.1 41.0 +5.9 +17%

経常利益 33.9 39.9 +6.0 +18%

当期純利益 23.9 32.7 +8.8 +37%

期中平均為替レート ¥144/$ ¥153/$
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生産能力増強の進捗

•半導体市場の拡大に向け、現中計（Beyond500）で生産能力増を策定。

2024年9月に先端半導体向け材料の生産ラインの増強が完成し、大型設備投資は

すべて完了。

•26年3月期は、新設備を活用し、最先端品質での供給拡大を狙う。

2024.3期 2025.3期 2026.3期

感光材
事業

化成品
事業

ArF, EUV向け材料 生産能力1.8倍

千葉工場 第4感光材工場 能力増強 製品認定～量産稼働

開発能力強化

2024年5月完成

稼働開始

2024年9月完成

感光材開発分析棟

生産情報システム ４月稼働

既存設備増強

半導体向け高純度溶剤 出荷能力3倍

香料工場
管理分析棟

淡路工場 第2屋内充填所

2024年3月完成

製品認定 稼働開始

出荷能力増強
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現在まで完成した設備

香料工場 管理分析棟（2023年8月、3億円）

分析能力・職場環境の整備・安定供給の向上

淡路工場 第2屋内充填所（2024年3月、10億円）

半導体向け溶剤、従来比約3倍の出荷能力増強

千葉工場第4感光材工場能力増強（2024年9月、120億円）

先端品向け生産能力を2022.3期比1.8倍に拡大
千葉工場 感光材開発分析棟（2024年5月、30億円）

研究開発、品質管理を統合、製造技術力・分析体制を大幅強化
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設備投資・減価償却・研究開発費の推移

•24年：感光材開発分析棟、第4感光材工場増床、香料工場管理分析棟、淡路工場

屋内充填所など、設備投資101.6億円。

•25年：感光材開発分析棟、第4感光材工場能力増強など86.1億円。大型投資完了。

•26年：新設備やMESの稼働開始により、減価償却費は51.7億に増加。
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（億円） 設備投資額

減価償却費

研究開発費

設備投資額・減価償却費・研究開発費

設備投資額

減価償却費

研究開発費
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営業利益の前期比 増減要因

•売上増により31.4億円の増益効果。

•新設備の完成と人員増により、固定費は増加。期初計画固定費増29億円の抑制に努

め、22.5億円で着地。

•これら費用増を売上増で吸収し、営業利益は41億円、前期比+17%の増益。

（億円）

35.1
41.0

＋31.4 +1.4 △4.4
△22.5

2024.3月期 2025.3月期

前期

営業利益

当期

営業利益

売上増

償却費・人員増
等のコスト増

円安影響
増産に伴う
在庫評価減

+17%
+5.9億円

期初計画29億円

△6.5億円
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感光性材料事業 14ページ

売上高：238.7億円（+23%）

•通期、半期ともに過去最高。

•生成AI需要増により、先端半導体向け材料
の売上増。

•ディスプレイも、中国を中心にパネル生産が
一定レベル保たれ、販売堅調。

営業利益：19.7億円（△8％）

•新設備完成により固定費増。増産により利
益水準を維持。

•今後も新設備を活用し、事業拡大を狙う。

売上高・営業利益

159.7

205.7 208.5
193.9

238.7

18.2

32.9 33.0

21.5
19.7

0

10

20

30

40

50

0

60

120

180

240

300

2021.3月期 2022.3月期 2023.3月期 2024.3月期 2025.3月期

（億円）（億円）
売上高 営業利益

92.9
100.9

112.0
126.7

7.9

13.5

10.3 9.4

0

5

10

15

20

25

0

30

60

90

120

150

上期 下期 上期 下期

2024.3月期 2025.3月期

（億円）（億円）



Copyright © Toyo Gosei Co., Ltd. All rights reserved. 11

化成品事業 14ページ

売上高：147.9億円（+18%）

• 過去最高

• 半導体・電子部品向けの高純度溶剤増。

• 香料材料は、海外販売が好調。

• タンクターミナル事業は、国内石化再編に
より、輸入品増。タンク契約率は高水準。

営業利益：21.2億円（+57%）

• 高純度溶剤の売上増加等により増益。

売上高・営業利益
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貸借対照表 17、34ページ

•運転資金（=売上債権+棚卸資産-仕入債務）を8.1億円改善。

•設備増強により、有形固定資産は38.3億円増、借入金は57.2億円増。

•純利益増により、株主資本は29.6億円増。

•自己資本比率は１pt向上し、37.7%。

（億円） 前期末 当期末 増減額 （億円） 前期末 当期末 増減額

流動資産 226.8 240.6 +13.8 負債 376.9 410.3 +33.4

現金預金 36.4 35.9 △0.4 仕入債務 40.0 56.7 +16.6

売上債権 72.2 73.7 +1.4 借入金 220.0 277.3 +57.2

棚卸資産 103.3 110.5 +7.1 その他 116.7 76.2 △40.4

その他 14.7 20.4 +5.7

固定資産 368.3 417.9 +49.5 純資産 218.2 248.3 +30.0

有形固定資産 338.6 377.0 +38.3 株主資本 216.3 245.9 +29.6

無形固定資産 15.7 25.9 +10.1 その他 1.9 2.3 +0.4

投資・その他 13.9 15.0 +1.0

資産合計 595.1 658.6 +63.4 負債・純資産合計 595.1 658.6 +63.4
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配当 33ページ

•中間20円、期末は記念配当5円含め25円、年間45円。

当期
1株当たり配当金額

70周年

記念配当5
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今後の成長に向けた

対処すべき課題

招集ご通知 15-17ページ
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半導体市場の拡大と今後

•半導体市場は過去40年間、年平均成長率9%で30倍に拡大。

•今後も成長を維持し、2030年1兆ドル、2050年5兆ドルの見通し。

出所：経済産業省、SEMI、WSTSから当社作成
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半導体市場の市場規模
（Billion USD）

現在

1995年
Windows95発売

1993年
携帯電話サービス開始

2007年
iPhone発表

2006年
AWS開始

2016年
AI（AlphaGo）が
プロ囲碁棋士に勝利

2022年
ChatGPT発表

フェーズ1（IT普及）

フェーズ2（AI・仮想化）

フェーズ3（自律化）
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半導体向けフォトレジスト市場

•最先端レジスト（EUV）は、2030年に5倍（2024年比）へ。

•先端レジスト（EUV+ArF）も2030年に２倍（2024年比）へ。

出所：富士キメラ総研「2025先端/注目半導体関連市場の現状と将来展望」から当社作成

14-16ページ
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実績 予測

フォトレジスト市場の長期予測
(千ガロン)

出所：富士キメラ総研
「2025先端/注目半導体関連
市場の現状と将来展望」から
当社作成

EUVレジスト: 33%

ArFレジスト: 8%

KrFレジスト: 7%

年平均成長率
（23年~30年）

1.8倍に拡大（年平均成長率9%）
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ディスプレイ市場

•緩やかな成長が継続（年平均+4％成長）。

• 2023年～2028年、1.2倍に拡大。

14-16ページ
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出所：Counterpoint資料から当社作成
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OLED：15%

年平均成長率
（23年~28年）

LCD：4%

1.2倍に拡大（年平均成長率4%）
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当社の感光材

•1970年代から半導体進化と共に、全世代の感光材を開発、供給。

•今後も新製品開発、既存製品の強化を図る。

線幅 太い 線幅 細かい

FPDパネル用 半導体用

光
源

g＋ｈ＋ｉ線
i線

（365nm）

g線
(436nm)

i線
(365nm)

KrF
(248nm)

ArF
(193nm)

ArF液浸
(193nm)

ArF DP
(193nm)

ArF MP

EUV (13.5nm)

ノ
ー
ド
～2,000nm ～1,000nm ～700nm ～200nm ～110nm～65nm～45nm～22nm ～7nm ～5nm ～2nm

～A14
(1.4nm)

用
途

テレビ用、

一般用

中小型

パネル

スマホなど

IGBT、LCDドライバ、LED
DRAM/NANDメモリ

需要拡大

AI向けメモリ
生産拡大

後工程用パッケージ材料
CMOSセンサー

先端ロジックLSI

需要拡大

AI向けロジック半導体
EUV生産拡大

市
場

緩やかに
拡大

中国

パネル

需要拡大

緩やかに
拡大

緩やかに
拡大

緩やかに
拡大

横ばい
量産拡大

半導体設備投資
拡大

半導体設備投資
加速

開発中

当
社
製
品

感光材（PAC）

高純度溶剤

光酸発生剤（PAG）
Polymer

高純度溶剤
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感光材世界№１シェア

•全世代の感光材を供給する世界唯一のメーカーとして、

「2020年版グローバルニッチトップ企業（素材・化学部門）」に認定。
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半導体のロードマップ

•半導体の進化は継続。高性能化には高純度な感光材や溶剤が必須。

•生産能力増だけでなく、製造・分析技術開発、製造データの見える化

DXなども進め、次世代品質を実現。

2020年 2023年 2025年 2027年 2029年 2031年

5nm 3nm 2nm
A14

(1.4nm)
A10

(1.0nm)
A7

(0.7nm)

EUV

High-NA EUV

技術ロードマップ

リソグラフィ

出所：IRDS 2024

光酸発生剤・ポリマー

高純度溶剤
当社製品
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先端半導体（EUV）に必要な品質

•先端半導体の線幅はウィルスの1/10。極限まで高純度化した感光材・溶剤必須。

•70年の高純度化技術、50年の感光材実績、世界シェア50％以上を駆使。

直径30cm

企画特集 10-9 INNOVATIONの最先端
〜Life & Green Nanotechnologyが培う新技術〜から抜粋

10万分の１mmを管理
10nmの
欠陥1つでNG！

ウェハ1枚を日本の面積に例えると。。

日本の面積で

10円玉１枚を管理！

半導体の加工寸法：10nm 
(=0.01μm)以下

インフルエンザウイルス
100nm (=0.1μm=0.0001mm)

インフルエンザ
ウイルス

配線

シリコンウェハ



Copyright © Toyo Gosei Co., Ltd. All rights reserved. 22

当社の目指す製造DX

•製造と分析のデータを連携させ、製造データ基盤を整備。

•各種データは、わかりやすく解析・共有し、品質向上＆生産性改善へ。

製造データ
基盤

分析技術開発 データ

見える化

AI

データの見える化

解析

品質・供給性・生産性の改善
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製造データ解析の基盤を整備

•製造データを集約し、スピーディに解析する情報システムを構築

Before After

トラブル時や
お客様の
調査依頼に
各種データを
選んで集める
だけでも大変

毎回毎回データを集めて、
それを解析をするのは
時間もかかるし
間に合わない

生産実績と品質
データが一元管理され、
データ収集の手が
大幅に削減。

装置や品目などを
様々な軸で検索

できる

生産プロセスデータ
（温度、流量など）

生産実績

（紙ベース情報含む）

品質

データ

製造データがどんどん蓄積

データも散在

生産・
品質
データ

生産
プロセス
データ

生産実績
データ

品質
データ

人がデータを集め
てExcelで解析
一日がかりでも

終わらないことも
…

人が気づかない
相関も見える

製造データを
一元的に管理

データ数は、

軽く数十万点を超える！

収集されたデータを、
一元的に統計解析！

解析に時間が
掛かり過ぎると
再発リスク有

データ収集から
数時間以内に解析、
打ち手の検討に
時間配分！

過去ロットのデータから、
品質に影響を与えている
パラメータが分かりやすい
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化学品供給を繋げる高浜油槽所

東京湾内最大の荷動き量

高機能な化学品保税タンク計65基

「東京湾内最大級の荷動き量」

「高い参入障壁と好立地条件」
•外環、湾岸高速まで5分でアクセス

•あらゆる荷姿変更に対応、新規参入は困難

•不況にも強い

「高機能化学品メーカーの品質管理で
幅広い化学品に対応」

「化学専業物流ターミナルとして、サービ
スを差別化」
•化学メーカーが運営する唯一のケミカルタンクターミナル

•あらゆる荷姿に対応、独自の分析室も完備1日100台のローリー出荷

化学業界:石化再編による機能性
化学品シフト⇒輸入/高純度化学
品ニーズが増加



Copyright © Toyo Gosei Co., Ltd. All rights reserved. 25

中期経営計画「Beyond500」 進捗

15% 15%

11% 11%

331.4 341.5
319.5

386.6
415

500

46.2
49.6

35.1
41.0
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2022.3月期 23.3月期 24.3月期 25.3月期 26.3月期

予想

27.3月期

目標

売上高
営業利益

• 売上は、市場拡大に合わせ確実に進捗。

• 新設備を活用し、最先端品質を満たす
安定供給体制を狙う。

業績目標と進捗

（億円） （億円）

Beyond500期間

Beyond500（2027.3月期）

売上高：500億円

営業利益：80億円
（営業利益率16%）

営業利益率

+28.3億円
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経済安全保障に基づく助成対象事業に認定

•現中計（～26年）以降も供給能力を拡大。

•2027年~2029年の設備投資（24年比1.4倍）を計画

•経済安全保障に基づく助成対象事業に認定（2024年11月29日）。

場所 供給開始
生産能力
想定

設備投資
想定

感光性
材料

千葉工場 2029年
感光材・ポリマー
生産能力1.4倍

約211億円

助成額

約70億円化成品
市川工場

2027年
高純度溶剤
生産能力3倍淡路工場

設備投資と助成の概要

千葉工場 淡路工場 市川工場
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持続可能な成長

（サステナビリティ）

に向けた取り組み

（環境・人的資本・地域貢献）
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サステナビリティ活動方針

•経営理念からサステナビリティ方針を策定

行動指針

人類の文明の成長を支えるため、人財・創造性・

科学技術を核として、事業を行い、その寄与度を

高めるためにも成長する

・安全最優先・法令順守・価値創造・課題解決

・個人とチームの成長 ・お客様の信頼

・化学メーカーとしての責任（安全・環境）

・素材産業としての責任（品質・安定供給）

・人々の未来を支える責任（研究開発・人材育成）

経営理念

経営方針

サステナビリティ方針

事業活動の基本となる責任

ガバナンス・コンプライアンス
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サステナビリティへの取り組み

•環境:持続可能な発展を目指して、CO2や環境影響の低減を推進。

•人的資本:働きやすい職場環境と人材育成で、事業成長を支える組織

づくりを促進。

気候変動・環境影響
➢ 「ロードマップ」や「アクションプラン」を策定

① CO２削減目標：2013年比32%削減、
川下影響の算定

② エネルギー消費の可視化と最適化

③ 製品生産におけるCO2排出量算定の仕
組みや、グリーン電力を導入。

④ 溶剤リサイクル、廃棄物削減により再資
源化を推進

人的資本の充実
➢ 自律的に意思決定できる人材と組織

➢ 個人成長が、チームの成長につながる
組織マネジメント

➢ 個性を尊重し、本音でコミュニケ―ションする
人材育成

➢ 価値観や経験の違いを活かす企業文化

淡路工場の

太陽光パネル
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当社の目指す組織

•心の理解を深め、良きチームワークを生み、人を育て、創造性の発揮により、

先進的な製品/工程開発を行い、事業成長、豊かな未来に繋げる。

心の理解

人と心を大切
にする

人権尊重

モラル

チームワーク

多様性の許
容

人財育成

創造性の発
揮

人財成長

研究開発 グローバル
ニッチトップ

先進的な製品
・サービス

事業成長

人
類
の
豊
か
な
未
来

人への考え方 組織 業務遂行 事業運営
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人材育成への取り組み

◼ 長期の成長支援

• 新入社員から上級管理職まで、必要なスキ

ルを定め、学習機会を提供。

• 企業成長に併せ、研修を拡充、役割に応じた

マネジメント研修を実施。

◼ キャリア開発

• 一人ひとりの自律的な学びとキャリアに向

け、キャリア研修を実施。

• 自分の強みを活かす自己啓発を支援。
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人材育成への取り組み

•2017年に管理職を対象にジョブ型人事制度を導入。

•2024年9月5日 内閣府ジョブ型人事推進会議で率先的な導入企業に選定。

◼ 「役割」と「業務で実践する」ことを重視し、仕事を定義

◼ 役割に応じた報酬水準の引き上げと公正な処遇

◼ 成長分野への公募制度の拡充

◼ スキルマップ作成と、キャリア開発・能力開発プログラム

の拡充により、リスキリング機会を提供

◼ 業務遂行は、チームビルディングやワークショップなどの

関係性構築や組織開発で、心に根差したマネジメント

を志し、新たなチャレンジを生む文化を醸成

東洋合成のジョブ型人事の特徴

管理職の役割

◼ 組織目標の達成50%：

部下の育成・成長を通じて目標の達成

◼ 部下の育成50%：

目標達成に向けた業務を通じて部下を育成
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働きやすい環境の整備

◼ダイバーシティ・エクイティ & インクルージョン

• 全社体制整備とともに、子育てシェア会、介護セミナー

などの社内研修やセミナーを開催。

• 男性社員の育児休業取得率は80.8%に向上

（前期比+23.1pt）

男性の育休取得期間

◼健康経営

ウェルビーイングの一環として、健康経営優良法人2025

（大規模法人部門）に2年連続認定

1週間以下 5%

1週間~1か月

33%

1~3か月

38%

3か月以上

24%

◼人権、コンプライアンス研修

全役員・従業員を対象に、人を敬い尊重する「人権」への

正しい認識を深めるため、ロールプレイの実践型研修により、

人の様々な気持ちを体感する研修を実施。
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働きやすい職場の整備

•一人ひとりの個性を尊重し人を大切にする、安心安全なやりがいのあ

る職場づくりを推進。

70周年
過去10年の成長の軌跡

70周年
事業所イベント

関係性の構築

(本音での対話)

チームワーク強化

(真の課題解決)

人材育成

(未来への組織成長)

◼職場環境の向上

開発分析棟（24年5月完成）に開発部門が

集結し、知の共創環境を整備。

◼社員エンゲージメント

家族参加型の創立70周年感謝祭を事業所毎に開催、

成長の歴史振り返り、今後の成長に向けた一体感を醸成。

◼エンゲージメントサーベイ

毎年の定点観測により、マネジメントを改善。

◼安全文化醸成ワークショップ、チームビルディング

「実感できる安全、自分ごととして捉える文化」の実現に向け、全工場で開催。

安全文化醸成、人材育成、組織開発の基盤として実施中。
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地域への取り組み

•地域との共生を通して、日本の未来の創造を目指す。

◼ 奨学金・研究助成：

東庄町、千葉大、早大、東洋合成記念財団

◼ 千葉大学連携：

・感光材黎明期からの学術連携

・授業での連携 「データ科学の実社会での応用と実際」

・千葉大学基金への寄付拡大

◼ 千葉県教育CSR認証：

・感光材黎明期からの学術連携、出張授業

奨学金・研究助成・大学連携

地元地域との連携

◼ 地元名産品の株主優待品

◼ 地元のスポーツ振興を支援：

・千葉ロッテマリーンズ

・鹿島アントラーズ
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今後に向けて

70周年の2024年、半導体市場は調整局面から回復し、生産能力増強

投資も完了しました。

今期は、新設備・開発技術を活用し、社員一人一人を力を合わせ、安全

を最優先に、中期経営計画「Beyond500」の達成、さらに日本や世界

の未来の創造に向け邁進してまいります。

株主様やすべての関係者みなさまのご理解、ご支援に心より感謝し、

ご期待に応えるべく、企業価値向上を目指してまいります。

皆様の引き続きのご理解・ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。



独創的な視点で世界へ
Individual Development, to the global Chemical

東洋合成工業株式会社

（見通しに関する注意事項）
本資料の業績予想は、現時点において見積もられた見通しであり、これまでに入手可能な
情報から得られた判断に基づいております。
従いまして、実際の業績は、様々な要因やリスクにより、この業績予想とは大きく異なる
結果となる可能性があり、いかなる確約や保証を行うものではありません。


